




要約:4 例の川崎病剖検例の冠動脈病変部における起因体として溶連菌を想定し,その存在

を確認するため,A 群溶連菌に対する抗血清を用いてパラフィン切片上で酵素抗体法を施

行した.陽性対照にみられる菌体の微細顆粒状陽性所見は冠動脈炎部には認められなかっ

た.


